
事故分類 労働災害 発生日時 工事関係者区分 三次下請

事故区分 その他 性別 男性 年齢 51 業種区分 設備

被災程度 事故レベル Ⅱ 休業見込日数 7日

工事概要

事故概要

事故原因

改善策

様式６

公 共 工 事 等 事 故 情 報

１．グレーチング敷設作業の手順見直し
２．KYKの見直しおよび今回見直しを行った作業手順の周知
３．安全教育の実施（作業員全員へ事故原因、再発防止策を周知）

事故状況図

改善状況図

令和　7年　7月 18日（金曜日）　11時 40分

右手指末節骨開放骨折、右手指中節骨裂離骨折

屋内にて、作業員２人でグレーチング敷設作業中に被災者が取付箇所受枠に足をかけた際にバラン
スを崩し、持っていたグレーチングと受枠の間に右手の指を挟み骨折した。

１．グレーチング敷設作業について、安全に作業を行うための手順や方法が
　　作業員に周知されていなかった。
２．作業グループごとのKYKがなく、全体でKYKを行っていたため、
　　グレーチング敷設作業に特化した危険性の共有がなされていなかった。

グレーチング敷設作業

事故発生状況（※フルハーネス等は記載省略）

安全教育の様子

グレーチング敷設手順の見直し作業グループごとにKYKの実施

事故発生位置

①安全作業床から、根太上を滑らせて設置します。

② 敷設した赤色グレーチングを固縛し、安全床とします。

青色グレーチングを同様に根太上を滑らせて敷設します。

③ 青色グレーチングが安全床となり、緑色グレーチングも

根太上を滑らせて、同様の作業を繰り返していきます。

持ち方は上から持ち上げる

安全作業床

①根太上を滑
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安全作業床

グレーチング

安全作業床


